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常高齢者の神経心理学的機能における差異― 1 年

後のフォローアップ検査から― . 第 5 回精神疾患

と認知機能研究会 , 2005, 11, 東京 . 

山下委希子 , 谷口茂樹 , 岩田卓也 : 発達障害児支援

のためのサポートブック作成の試み―保育・学校

場面での活用のために― . 第 46 回児童青年精神医
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